
































































頭には総人口およそ 1000 万に対して平時に 8万強そして戦時に 13 万強、18 世紀末には 2420 万に対
して平時に 22 万 1272、戦時に 31 万強となっている 8）。もとよりこれには地域差があり、たとえばオ
スマン帝国との境界線上にあって独自の軍事植民制が敷かれていた「軍政国境地帯」においては、17







などではまったくなく、国外出身者がかなりの割合で加わっていた。1744 年に入営した総計 5万 2391
の新兵のうち、君主国領外の出身者が占める割合は 19.4％となっている 12）。また 1780 年の記録では、
「ドイツ」連隊の総兵力 12 万 3825 のうち、3万 4545（27.9％）が外国人であった 13）。また、1765 年





系の人々に敬意を表した 15）。また 1758 年に設けられた「マリア・テレジア軍事勲章 Maria-Theresian-
Militärorden」は、授与の条件として敵に対する勇敢さのみを挙げ、身分・民族・宗教のいずれをも問































































た。時期によって異なるが、1740 年頃の歩兵の場合、連隊は 5個中隊 Companie（120 人構成）から




成る 2個野戦大隊、4個中隊から成る 1個守備大隊、そして 2個擲弾兵中隊に再編された。一方騎兵
の場合、連隊は重装騎兵 Cürassier（1000 人構成）と竜騎兵 Dragoner（800 人構成）に分かれ、それ
ぞれ 13 個中隊（60 ～ 100 人構成）によって構成された 34）。






ルギー出身の将帥リーニュ公は、一連の軍事行動に 80 万グルデンを要した際、そのうち 20 万グルデ
ンを自身の連隊と指揮下の部隊のために自費で賄わねばならなかったと述べている 36）。
連隊の職制および人数構成には時期によって、また文献によって少なからぬ異同がみられるが、1740




Hauptmann、中尉 Lieutenant、少尉 Fähnrich / Unterlieutenant、曹長 Felfwebel、事務官 Fourier、旗
手 Führer、軍医 Feldscherr（各 1名ずつ）、伍長 Corporal5 名、事務官の従卒 Fourierschützen2 名、上
等兵 Gefreite10 ～ 12 名、軍楽員 Spielleute2 ～ 3 名、一般兵 Gemeine92 ～ 95 名 37）。中隊は、さらに







身である。1648 年から 1705 年までに存在した計 67 人の元帥 Feldmarschallのうち、ボヘミア・オー
ストリア出身者は 12 人でイタリア出身者と同数であり、宮廷軍事会議議長 8人のうちでは 3人を占め
















成していたことも一因であろう 46）。1780 年の時点でブランデンブルクには年収が 5万から 10 万グル
































た時には、宮廷社会で問題となった 60）。また 1758 年に出されたある通達には、一般大衆のみならず、







Generalの位を政府における枢密顧問官 Geheimer Ratおよび宮廷侍従 Kämmererの位と同格とするな
ど、軍人－官僚間の位階の対応関係が定められた 64）。軍人のみを対象とした「マリア・テレジア軍事
勲章」の制定（1758 年）も、この試みの一環といえよう。マリア・テレジアは長男ヨーゼフと次男
























的には 24 歳から 35 歳までが徴兵の対象とされたが、戦時などには 18 歳から 40 歳までと拡大される
こともあった 72）。徴募に応じると支度金Werbegeldが支払われ、軍医によって検査をうけた後、一定
数が集まったところで兵営に送られた。支度金の額は場所と時期によって 20 ～ 50 グルデンと大きく
異なり、特に戦時にはかなりの程度増額されたが、一切の用意・支度が国家の支給によるものとなっ



































































































主国はプロイセンと 1741 年に、またフランスとは 42 年、43 年、45 年に捕虜の交換をおこなってい
る。その際には同階級の者を一対一で交換するのが基本であり、人数が合わない分は金銭もしくは別
階級の兵員によって代替された。たとえば上述のプロイセンおよびフランスとの捕虜交換の場合、元
帥 1人は兵 3千人もしくは 1万 5千グルデンに、騎兵隊指揮官は兵 2千人もしくは 1万グルデン、歩










の総数は 1万 9559、経費の総計は 65 万 775 グルデンに達している 107）。ヨーゼフ 2世も医療の問題に
深い関心を寄せた。彼の統治期に軍の機関としてウィーンに設けられた高等（医学）教育機関ヨゼ
フィーヌムは、後に大きく発展し、ヨーロッパ医学界における主要機関の一つとなった。
それでも、1782 年の時点で常備軍の規模が 20 万を越えていたのに対し、十分な技量を有する医療








三十年戦争以降、兵士の基本給は漸減していった。一般兵の基本給は 1649 ～ 59 年に歩兵月 6グル
デン、騎兵で 13 グルデンであったが、1769 ～ 1800 年にはそれぞれ 3.5 グルデン、4グルデンとなっ
ている 111）。もっともこれと異なる記録もあり、ラウクハルトによれば、1786 年にエアフルト（ドイ
ツ中部の都市）近郊の村で彼を勧誘してきたハプスブルク君主国の募兵官は、6年契約で支度金 24 グ










































出所： Hanson, A. M., Musical Life in Biedermeier Vienna. 















半世紀が経過した 1697 年のことであった 118）。軍装は入隊の際に一式授与された。その内容は時期に
よって多少変化するが、歩兵の場合、1740 年前後においては上着・胴着・ズボン・帽子各一着、マフ
ラー・シャツ各二着、靴・長靴下各一足、雑貨（小瓶、火薬筒、ブラシなど）が入った鞄一つ、剣帯










































役割を果たしたハンス・クートリッヒ（1823 ～ 1917 年）は、自らが幼年期を過ごした三月前期のシュ
レージエンにおける宿営の様子を、「物質的にも精神的にも重くのしかかってくる負担であった」と回
想している。彼によれば、民衆はすべての区域に兵舎を設けるよう請願したが、この願いが実現した












であった 134）。軍は 18 世紀を通し、徴募担当者に対して期間契約を結ばないように繰り返し働きかけ


































































ようになったのは 1749 年のことである 156）。さらに 59 年には新たな教練マニュアルが出され、次いで













でいる 162）。これが 1790 年の時点になると、将校のおよそ 3分の 2を市民階級の出身者が占めた 163）。
このような軍隊内での出世は、身分的上昇にもつながった。マリア・テレジア期（1740 ～ 80 年）に
貴族に列せられた人々に占める軍人の割合は約 36％で、官僚とほぼ同程度である。この比率はヨーゼ
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